
佐賀県環境審議会温泉部会

第４６回（令和８年度 第１回）

令和８年７月２３日（木）

グランデはがくれ 3階 有明の間



申 請 日：令和８年４月２１日

申請者住所：佐賀県藤津郡太良町大字大浦乙316番地3

申請者氏名：有限会社荒川商事 代表取締役 荒川 恵美子

  申 請 地：佐賀県嬉野市嬉野町岩屋川内字岩ノ元乙1112番4
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第１号議案 温泉動力装置許可申請について



温泉動力装置許可申請について

住 所

氏 名申
請
者

申
請
書
の
内
容

動力装置の場所

動力装置の目的

動
力
装
置

種類・型式

出力

内径

揚程

揚湯能力

工事予定期間

源泉名

温度

泉質

温
泉
の
状
況

有限会社荒川商事 代表取締役 荒川恵美子

佐賀県嬉野市嬉野町岩屋川内字岩ノ元乙1112番4

温泉水揚水のため

水中ポンプ USMH-406-5.5

5.5 kW

40 ｍｍ

90 ｍ

150 L／分

令和8年8月10日～令和8年8月31日

嬉野 無名滝源泉

単純温泉

41.2 ℃

成分 別紙のとおり

佐賀県藤津郡太良町大字大浦乙316番地3

7.5馬力

3



メタけい酸（H2SiO3）
133mg/kg ≧ 50 mg/kg

温泉源から採取されるときの温泉の温度
41.2度 ≧ 摂氏25度以上

温泉成分について（温泉分析書）
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付
近
の
源
泉
（
半
径
４
ｋ
ｍ
以
内
）

ゆう出路

深さ（m）

温
泉
の
状
況

土地利用及び源泉利用
に関する権利等

申請者が所有している土地及び源泉である。

口径（mm）

0～200 150

申請地との距離（m） 源泉名

温泉動力装置許可申請について（続き）

200～250 100

※付近の源泉は別スライド参照
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・予定地及び周辺の状況



動力装置予定地を中心とした半径500m以内の既存源泉の状況

予定地の半径500ｍ以内に
既存源泉はない

動力装置予定地

既存源泉（三根源泉）
予定地から560ｍ

半径500m円
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動力装置予定地を中心とした半径4km以内の既存源泉の状況

動力装置予定地

既存の嬉野温泉から約3.1ｋｍ
（既存源泉名）
・嬉野市第2源泉
・嬉野市第１源泉
・嬉野温泉配湯株式会社第１源泉
・嬉野温泉配湯株式会社第2源泉
・ＪＲ第1源泉
・ＪＲ第2源泉
・和多屋別荘第4源泉
・和多屋別荘第5源泉
・大村屋源泉
・友朋会源泉
・嬉野館第3源泉
・大正屋源泉
・大正屋高熱源泉
・元湯第1源泉
・元湯第2源泉
・清流源泉
・白川源泉 など

①

②
③

①三根源泉（560ｍ）
②椎葉峽温泉源泉（1,450ｍ）
③椎葉山荘第2源泉（1,720ｍ）

半径4km円
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図



いずれも佐賀県揚湯試験実施要領より抜粋

＜一般的な段階揚湯試験の結果＞

➀段階揚湯試験

第1段階

第3段階

第2段階

第5段階

第4段階

10



第 1 段階
Q=40.2 L/min

第 2 段階
Q=80.4 L/min

第 3 段階
Q=120.9 L/min

第 4 段階
Q=161.7 L/min

第 5 段階
Q=204.1 L/min

自然水位：GL-38.31m

➀段階揚湯試験

第 6 段階
Q=239.9 L/min
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・段階揚湯試験において、
5段階目の揚湯量は、204.1L/min
6段階目の揚湯量は、239.9 L/minであった。

・一般的には、グラフの傾きが変化する点（変曲
点）が見られるが、今回は、変曲点が見られな
かったことから、 6段階目までで限界揚湯量には
達していないと考えられ、6段階目の揚湯量
（239.9 L/min ）を最大揚湯量（限界揚湯量）と
みなしている。

・本申請は239.9 L/minを限界揚湯量とみなし、安
全係数（0.8）を乗じた191.9L/min以下の値である
161.7L/min（第4段階目）を適正揚湯量と考えてい
る。

・なお、この後の連続揚湯試験・回復試験は、限
界揚湯量239.9 L/minで実施している。

限界点
（6段階目）

➀段階揚湯試験

239.9L/分
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①設置予定の動力装置

②平面図・断面図



②連続揚湯試験、③回復試験

限界揚湯量
（239.9 L/min）

揚湯停止

2880分
（48時間）

5760分
（96時間）

GL-120.87m

自然水位：GL-38.31m

14



◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①揚程計算

②ポンプの性能曲線



➀揚程計算

A

・源泉から受水槽までの「90°エルボ」は、8箇所、「仕切弁」は2箇所、「逆止弁」は1箇所。

配管平面図（源泉から受水槽まで）

源泉湧出口

B

C

D

E

F

受水槽

・Ⓑについては、「90°エルボ」利用なし。
・配管はポリエチレン管であり、揚程計算
した場合の損失と直線の場合が同等の
ため、損出はないと考えている。

地点 配管長さ

A～B 10ｍ

B～C 32ｍ

C～D 3.2ｍ

D～E 8.8ｍ

E～F 4.2ｍ

地点 90°エルボ 仕切弁 逆止弁

A 1箇所 1箇所 1箇所

B ー ー ー

C 2箇所 ー ー

D 1箇所 ー ー

E ２箇所 ー ー

F 2箇所 1箇所 ー

合計 ８箇所 2箇所 1箇所

・・・ 90°エルボ

・・・ 逆止弁

・・・ 仕切弁
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➀揚程計算 配管高低図（源泉から受水槽まで）

動力装置吸込口位置 GL-150ｍ

運転水位 GL-78.3m

源泉湧出口

B C D E

受水槽

A

F

3.0m

GL

〇90°エルボに関して、配管高低図では図のとおり
〇地下運転水位揚程は、運転水位より「78.3ｍ」
〇源泉から受水槽までの地上揚程は、「1ｍ」＋「3ｍ」＝4ｍ

1.0m

・・・ 90°エルボP
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（１）全揚程＝実揚程＋ゆう出路摩擦損出揚程

（２）実揚程＝地下運転水位揚程＋地上揚程

＝78.3m＋1.0m＋3.0m=82.3m

（３） ゆう出路摩擦損出揚程＝（直管長L1＋継手他直管換算長L2）×摩擦損失係数÷1000

①直管長L1＝150ｍ＋10ｍ＋32ｍ＋1ｍ＋3.2ｍ＋8.8ｍ＋4.2ｍ＋3ｍ＝212.2ｍ

   ②継手他直管換算長L2

＝2.1(90°エルボ)×0.5×8箇所＋4.0（逆止弁）×1箇所＋0.39（仕切弁）×2箇所＝13.18ｍ

③（流量150 L/min において）

摩擦損失係数＝30.0mmAq/m 【ウィルアムス・へ―ゼンの式より】

よって

  ゆう出路摩擦損出揚程＝（212.2ｍ＋ 13.18ｍ）× 30.0mmAq/m÷1000＝6.76

よって（１）全揚程は、

（２）+（３） = 82.3 + 6.76 = 89.06m＝約90ｍ

➀揚程計算

◎計算条件設定

水中ポンプ運転水量は、『管径50A・流量150 L/min 』で運転。

h(摩擦損失水頭)＝
Ⅼ（配管の長さ）× Ⅰ（摩擦損失係数） ÷1000
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◆揚湯試験について
①段階揚湯試験

②連続揚湯試験

③回復試験

◆動力（ポンプ）の選定について

①揚程計算

②ポンプの性能曲線



・動力装置は「USMH-406-5.5」を使用

水中ポンプ仕様
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揚程90ｍ

220L/min
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